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緑と彫刻のある町
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津奈木町消防点検　火災発生！さぁ、火を消すぞー！（津南保育園消防クラブ）（関連記事は４ページ）
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● 8 日（日）　町民体育祭男子ソフトボール/女子ミニバレー大会
●11日（水）　キラキラ☆クラブ・母子健康手帳交付
●11日（水）　春の交通安全運動（～ 20日）
●13日（金）　狂犬病予防注射
●14日（土）　つなぎ朝市（グリーンゲイト広場周辺）
●15日（日）　《AKASAKI海想日誌》第1回ワークショップ
●15日（日）　津奈木中学校体育大会
●17日（火）　水俣病被害者救済措置申請説明会（改善センター）
●18日（水）　キラキラ☆クラブ・母子健康手帳交付
●22日（日）　第７回つなぎ・どろんこバレー大会
●開 催 中　  今岡昌子写真展トポフィリア  ―九州力の原像へ（～７月５日）

５月の行事【ご案内】
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10.9%
公債費
11.5%

その他
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こ
の
公
表
は
、
町
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
よ
り
、
財
政
運
営
の
実
態
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
後
の
町
政
発
展
に
つ
い
て
ご
理
解
を
得
る
た
め
、
毎

年
２
回
定
期
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
23
年

度
当
初
予
算
の
状
況
と
平
成
22
年
度
下
半
期
の
予
算
措

置
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
い
た
し
ま
す
。
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●一般会計当初予算の内訳（総額27億 7800万円）

【歳入】 【歳出】

 

を 

公 

表 

し 

ま 

す

●一般会計当初予算について

平成２３年度の津奈木町当初予算が３月の定例議会で可決されました。一般会計の当初予算額は、
２７億７８００万円、特別会計の当初予算額は、１７億７４５０万円、合計で４５億５２５０万円
となっています。
　一般会計は前年度と比べると６．６％、１億７３００万円の増額。特別会計では、老人保健事業
が廃止になっていますが、介護保険事業及び恒久対策事業の増額幅が大きく、前年度に比べると
３．９％、６６４０万円の増額となっています。

一般会計の予算は、歳入歳出それぞれ２７億７８００万円で内訳は下の表のとおりです。
　歳入予算では国や県から入ってくる地方交付税、国庫支出金、県支出金などの依存財源が予算の
約７８％を占めています。そのほとんどが地方交付税（約５０％）となっています。地方交付税と
は地方公共団体間の財源の不均衡を調整するため、国から交付されるお金です。国税のうち所得税、
法人税、酒税、消費税、たばこ税の一定割合が充てられています。町の財政力の基となる地方税は
約１１％となっており、自主財源の確保が厳しい状況にあります。
　歳出予算では社会福祉経費となる民生費が約２６％を占め、次いで総務費、公債費の順となって
います。本年度も町政運営の指針である「住みたくなる町づくり」を推進するため、各種事業を行
います。
　各費目の主要事業は次頁のとおりです。詳しくは担当課へお問い合わせください。

●会計別当初予算額

会 計 本 年 度
当初予算額

前 年 度
当初予算額 増 減 率

一 般 会 計 2,778,000 2,605,000 6.6%
特 別 会 計 1,774,500 1,708,100 3.9%
国 民 健 康 保 険 事 業 937,000 945,000 △ 0.8%
老 人 保 健 事 業 0 1,100 △ 100.0%
後 期高齢者医療事業 73,500 83,500 △ 12.0%
簡 易 水 道 事 業 65,000 70,000 △ 7.1%
介 護 保 険 事 業 624,000 541,000 15.3%
恒 久 対 策 事 業 25,000 15,500 61.3%
宅 地 造 成 事 業 50,000 52,000 △ 3.8%
合 計 4,552,500 4,313,100 5.6%

平成２３年度当初予算の状況

（単位:千円）
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●平成２３年度一般会計当初予算における主要事業一覧

●会計別予算の状況 ●一般会計予算の内訳

【歳入】 【歳出】

平成２２年度最終補正後の一般会計予算は、３０億 ９６０万円です。国の補正予算に伴う、きめ細かな交付金
や住民生活に光をそそぐ交付金などにより上半期予算より増額となりました。
歳入では地方交付税が全体の約５３％を占めています。この地方交付税が地域の再生・活性化や雇用創出の推進
のための「地域雇用創出推進費」等の増額により、前年度に比べると５．７％、７６０２万円増額しています。
歳出では民生費、総務費、教育費、公債費の順となっています。主に総合グラウンド照明設備改修工事及び排水
対策工事などのきめ細かな交付金事業や文化センター音響設備改修工事などが増額の要因となっております。また、
民生費では地域介護・福祉空間整備等施設整備補助金や介護基盤緊急整備特別対策事業補助金などが増額となって
おります。

費 目 事　　業　　名 予算額 担当課 費 目 事　　業　　名 予算額 担当課
総務費 公会計財務諸表作成業務委託料 4,316 総務課 農林水

産業費

地域ブランド品開発及び販路開拓事業 5,341 振興課
公有地管理・評価業務委託料 3,833 総務課 耕作放棄地対策再生事業 6,684 振興課
生活交通路線維持費負担金 4,720 総務課 農山漁村活性化プロジェクト支援補助金 24,776 振興課
地方バス運行等特別対策（運行費）負担金 10,688 総務課 中山間地域等直接支払制度事業補助金 18,368 振興課
定住促進事業補助金 5,000 振興課 農地・水保全管理事業 3,600 振興課
津奈木町元気づくり補助金 3,000 振興課 森林資源等有効活用促進事業委託料 2,163 振興課
ふれあい祭り補助金 5,000 振興課 木工特産品開発事業委託料 2,273 振興課
家屋全棟調査委託料 10,080 住民課 緑の産業再生プロジェクト促進事業補助金 40,563 振興課
住民基本台帳改正対応システム委託料 9,273 住民課 流域育成林整備事業 9,529 振興課

民生費 後期高齢者医療広域連合負担金 84,902 住民課 森林整備地域活動支援補助金 2,757 振興課
津奈木町社会福祉協議会補助金 9,628 住民課 福浜漁港締切工事 10,000 振興課
国民健康保険事業特別会計繰出金 51,010 住民課 福浜漁港係留施設他工事 2,635 振興課
介護保険事業特別会計繰出金 96,325 住民課 商工費 商工会補助金 2,250 振興課
後期高齢者医療事業特別会計繰出金 29,307 住民課 家族風呂エアコン設置工事 1,186 振興課
地域包括支援センター事務支援事業委託料 95,014 住民課 温泉センター施設指定管理委託料 12,000 振興課
老人福祉施設入所事業扶助費 16,899 住民課 物産館施設指定管理委託料 3,000 振興課
重度心身障害者（児）医療費助成事業 7,800 住民課 物産館遊歩道等周辺整備工事 3,650 振興課
補装具給付等事業 2,194 住民課 土木費 道路台帳作成業務委託料 5,086 振興課
障害者（児）日常生活用具給付事業扶助費 2,478 住民課 柳迫線擁壁補強工事 1,157 振興課
延長保育促進事業補助金 6,000 住民課 男島線美化側溝整備工事 2,815 振興課
管外保育所運営費 22,792 住民課 管内区画線外安全施設設置工事 2,000 振興課
津南保育園運営費 78,235 住民課 男島線歩道改良工事 1,756 振興課
子ども手当 109,982 住民課 新川中尾線改良工事 6,612 振興課
津奈木保育園運営費 48,414 住民課 県道路改良事業負担金 7,200 振興課

衛生費 母子保健事業 4,888 住民課 さくら団地建設事業 109,096 振興課
子ども医療費助成金 15,000 住民課 消防費

教育費

消防団員年報酬 4,790 総務課
予防接種費 20,186 住民課 学級支援員事業 8,974 教育課
合併処理浄化槽設置事業 25,570 振興課 スクールバス運転委託料 3,972 教育課
健康増進事業 11,205 住民課 津奈木小玄関前階段改修工事 3,700 教育課
健康管理事業 10,781 住民課 教科書改訂教材費 4,880 教育課
離島等医療・福祉推進モデル事業 31,476 住民課 県民体育祭大会実行委員会負担金 3,747 教育課
不燃物運搬処理費 5,279 住民課 町体育協会補助金 3,048 教育課
生ごみ収集運搬処理費 10,184 住民課 B&Gプール改修事業 37,982 教育課

会 計 上   半   期
補正後予算額

下   半   期
補   正   額

補   正   後
最 終 予 算 額

一 般 会 計 2,786,300 223,300 3,009,600 

特 別 会 計 1,761,571 16,442 1,778,013 

国 民 健康保険事業 974,546 34,445 1,008,991 

老 人 保 健 事 業 4,100 803 4,903 

後期高齢者医療事業 85,695 △ 8,354 77,341 

簡 易 水 道 事 業 76,300 △ 4,000 72,300 

介 護 保 険 事 業 555,830 △ 5,000 550,830 

恒 久 対 策 事 業 13,100 38,900 52,000 

宅 地 造 成 事 業 52,000 △ 40,352 11,648 

合 計 4,547,871 239,742 4,787,613 

平成２２年度下半期予算の状況

地方交付税
52.8%町税

9.9%

財産収入
1.9%

使用料及
び手数料
1.8%

その他
8.9%

町債
5.9%

国庫支出金
11.9%

県支出金
6.8%

民生費
25.2%

総務費
23.8%

教育費
11.1%

その他
7.9%

公債費
10.7%

衛生費
8.1%

農林
水産業費
7.9%

土木費
5.3%

（単位:千円）

（単位:千円）



　

平
成
23
年
度
消
防
点
検
が
４
月
17
日

（
日
）、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
年
行
っ
て
い
る
パ
レ
ー
ド
を

中
止
し
、
分
列
行
進
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
が
、
栁
迫
好
則
団
長
を

先
頭
に
役
場
機
動
隊
、
第
１
分
団
か
ら

第
７
分
団
と
平
国
女
性
分
団
、
総
勢
約

１
９
０
人
が
力
強
く
入
場
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
29
人
が
団
員
任
命
、
23
人

が
表
彰
（
下
記
参
照
・
敬
称
略
）
を
受
け
、

点
検
者
告
示
で
は
町
長
か
ら
「
予
想
も

で
き
な
い
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
町

や
消
防
団
で
は
災
害
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、常
に
心
が
け
、町
民
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

る
よ
う
に
。」
と
挨
拶
。
消
防
団
員
の
防

災
意
識
も
一
層
高
ま
る
開
会
式
と
な
り▲放水競技の部１位の第１分団

ま
し
た
。

　

規
律
審
査
の
部
で
は
第
４
分
団
が
昨
年
に

引
き
続
き
見
事
１
位
。
放
水
競
技
の
部
に
お

い
て
は
昨
年
１
位
だ
っ
た
第
７
分
団
が
惜
し

く
も
２
位
と
な
り
、
第
１
分
団
が
１
位
を
奪

還
し
ま
し
た
。
今
年
の
放
水
競
技
で
は
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
よ
り
思
い
通
り
の
結
果
が
得
ら

れ
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
分
団
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
国
小
学
校
児
童
に
よ
る
規
律

訓
練
が
あ
り
、
と
て
も
き
び
き
び
し
た
態
度

で
頼
も
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
幼

稚
園
・
保
育
園
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち
に

よ
る
ミ
ニ
放
水
競
技
で
は
、
可
愛
ら
し
く
も

自
分
の
町
を
守
る
た
め
に
一
生
懸
命
に
な
っ

て
放
水
を
し
て
い
る
姿
が
と
て
も
頼
も
し
い

印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

▲津奈木保育園児による放水競技

◆
消
防
庁
長
官
表
彰

◇
退
職
報
酬
１
号
銀
杯

　

林
田
廣
美　

福
田
豊　
　

西
平
秀
明

◇
退
職
報
酬
２
号
銀
杯

　

福
山
鉄
也　

濱
田
稔
浩　

橋
口
芳
弘

　

竹
本
昌
広　

船
場
浩
一

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章
（
勤
続
25
年
以
上
）

　

新
立
豊

◇
勤
続
章
（
勤
続
30
年
以
上
）

　

山
口
武
久

◆
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章
（
勤
続
20
年
以
上
）

　

戝
部
正
徳　

新
立
巳
喜
男　

岡
松
辰
哉

◇
勤
績
章
（
勤
続
15
年
以
上
）

　

髙
木
盛
一　

篠
原
京
一　

諌
山
卓
四
郎

　

松
田
修　
　

浦
田
克
久　

山
口
哲
也

　

長
濵
信
晃　

鬼
塚
健
一　

林
田
久
志

　

濱
本
賢
宣

●消防点検結果●

分　団　名 規律審査
順位

放水競技成績
タイム 順位

第 １ 分 団
（ 赤 崎 ） 5 3’18” 1

第 ２ 分 団
（ 川 北 ） 7 5’00” 6

第 ３ 分 団
（ 川 南 ） 8 4’56” 5

第 ４ 分 団
（大字津奈木） 1 4’03” 3

第 ５ 分 団
（ 大 字 千 代 ） 2 4’40” 4

第 ６ 分 団
（平国･福浦） 6 5’00” 6

第 ７ 分 団
（小津奈木･丸岡） 9 3’28” 2

平国女性分団 3 5’00” 6

役 場 機 動 隊 4 5’00” 6

安心・安全なまちづくりに向け

 津奈木町消防団一致団結！！
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が
ん
ば
ろ
う
！
日
本

被
災
地
へ
届
け

　
　

〜
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
〜

　４月１８日（月）、東
日本大震災による被災地
及び被災者の一日も早い
復旧・復興を願い、『が
んばろう！日本』と書か
れた旗を重盤岩の鯉のぼ
りの下に取り付けまし
た。３月 11 日に発生し
た大震災による死傷者、
行方不明者は３万人弱と
なっており、未だ捜索活
動が難航している状況で
す。避難者も含めると被

災者の数は計り知れない数となります。こんな時だから
こそ国民が一致団結し支え合うべきではないのかと思い
ます。一人一人の力が集まることで大きな力となります。
これを機に自分には何ができるのかを考えてみてはいか
がでしょうか。

　

３
月
24
日
（
木
）、
津
奈
木

中
学
校
生
徒
が
東
日
本
大
震
災

へ
の
義
援
金
を
西
川
町
長
へ
手

渡
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
未
曾

有
の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
の
方
々
の
た
め

に
、
生
徒
会
役
員
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
の
17
名
が
中
心
と

な
っ
て
、
生
徒
間
で
呼
び
か
け

を
行
い
、
自
分
た
ち
の
お
小
遣

い
の
中
か
ら
出
し
あ
い
集
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
代
表
で
訪
れ

た
２
人
は
「
み
ん
な
が
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。
被
災
地
の

▲義援金を町長に手渡す JA津奈木基幹支所の方々

▲代表で手渡した生徒会長の平野雄大さん（右）
　とボランティア委員長の新立錬さん（真ん中）

方
々
の
復
興
の
た
め
に
使
っ
て

ほ
し
い
で
す
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
JA
あ
し
き
た
津
奈
木

基
幹
支
所
か
ら
も
い
た
だ
き
、

津
奈
木
町
役
場
で
お
預
か
り
し

ま
し
た
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
23
年
４
月
22
日
現
在

で
１
７
４
万
９
７
６
１
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
全
て
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
日
本
赤

十
字
社
へ
義
援
金
と
し
て
送
金

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、津
奈
木
町
婦
人
会
（
日

赤
奉
仕
団
）
で
も
３
月
18
日

（
金
）
に
募
金
活
動
を
実
施
し
、

た
く
さ
ん
の
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
義
援
金

は
津
奈
木
校
区
、
平
国
校
区
合

わ
せ
て
、
合
計
21
万
１
５
５
８

円
と
な
り
、
熊
本
県
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
、
日
本

赤
十
字
社
に
送
金
さ
れ
ま
す
。

各
種
団
体
を
始
め
、
住
民
の

方
々
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
義
援
金
箱
に
つ
き
ま

し
て
は
、
津
奈
木
町
役
場
で
の

設
置
は
４
月
末
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。
今
後
は
社
会
福
祉
協

議
会
で
義
援
金
の
受
け
付
け ▲水光社前で義援金活動を行う婦人会

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。被

災
地
の
方
々
の
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
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町内小学校及び中学校の新任の先生を紹介します

津　　奈　　木　　小　　学　　校
【
右
上
枠
】

藤
崎
正
邦

（
６
年
１
組
担
任
）

【
４
列
目
右
か
ら
】

谷
口
久
美
子

（
学
級
支
援
員
）

坂
本
節
子

（
学
級
支
援
員
）

白
菊
加
奈
子

（
庁
務
員
）

山
下
ゆ
か
り

（
学
級
支
援
員
）

西
本
恵
美

（
学
級
支
援
員
）

【
３
列
目
右
か
ら
】

倉
岡
夏
代

（
４
年
生
担
任
）

川
中
恵
子

（
少
人
数
指
導
）

濵
田
美
鈴

（
少
人
数
指
導
）

藪
下
亜
樹

（
６
年
２
組
担
任
）

森
安
広

（
５
年
生
担
任
）

【
２
列
目
右
か
ら
】

小
松
光

（
す
み
れ
１
組
担
任
）

冨
髙
由
佳
里

（
す
み
れ
２
組
担
任
）

寺
川
裕
子

（
１
年
１
組
担
任
）

吉
平
英
美

（
１
年
２
組
担
任
）

浅
野
千
尋

（
２
年
生
担
任
）

山
並
美
香

（
３
年
生
担
任
）

【
１
列
目
右
か
ら
】

佐
藤
瞳

（
養
護
教
諭
）

今
脇
里
美

（
事
務
主
任
）

西
浦
大
蔵

（
校
長
）

松
下
嗣
義

（
教
頭
）

河
野
慶
子

（
栄
養
教
諭
）

松
村
英
隆

（
教
務
主
任
）

松
下　

嗣
義
（
教
頭
）

　

今
年
度
、
内
野
小
学
校
か
ら
転
任
し
て
き
ま

し
た
。
津
奈
木
町
で
勤
務
す
る
の
は
、
11
年
ぶ

り
に
な
り
ま
す
。
以
前
は
赤
崎
小
学
校
で
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
津
奈
木
町
は
と
て

も
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
だ

と
い
う
印
象
が
あ
り
、
今
回
津
奈
木
小
で
勤
務

で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森　

安
広
（
５
年
生
担
任
）

　

平
国
小
学
校
か
ら
参
り
ま
し
た
森
安
広
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校
に
出
張
研
修
に
行
か

せ
て
い
た
だ
き
、
３
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
津
奈
木
小
学
校
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
て
、
昨
年
閉
校
し
ま
し
た
赤
崎
小
学
校
も
含
め

津
奈
木
町
３
小
学
校
す
べ
て
に
勤
務
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
自
分
自
身
、
津
奈
木
町
民
と
し
て
、

津
奈
木
町
の
教
育
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
日
々
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浅
野　

千
尋
（
２
年
生
担
任
）

二
年
一
組
の
担
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

浅
野
千
尋
で
す
。
七
年
前
に
、
津
奈
木
小
学
校

で
半
年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
し
た
。

楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
る
本
校
に
ま
た

ご
縁
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
、
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
び
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

倉
岡　

夏
代
（
４
年
生
担
任
）

　

水
俣
市
立
水
俣
第
二
小
学
校
か
ら
転
任
し
て

参
り
ま
し
た
。
今
年
は
４
年
生
38
名
の
担
任
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
と
て
も
明
る
く
元
気

で
、
素
直
な
子
ど
も
達
と
毎
日
と
て
も
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
津
奈
木
町
の
学
校
は
初
め

て
で
す
の
で
、
津
奈
木
町
の
地
理
や
特
産
物
な

ど
色
々
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
津
奈
木
小
学
校
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
一
生

懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

吉
平　

英
美
（
１
年
２
組
担
任
）　

　

昨
年
６
月
よ
り
赴
任
い
た
し
ま
し
た
吉
平
英

美
と
申
し
ま
す
。
津
奈
木
に
来
て
ま
も
な
く
１

年
に
な
り
ま
す
が
、
素
直
で
子
ど
も
ら
し
い
児

童
が
た
く
さ
ん
お
り
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
ぴ
っ
か
ぴ
か
の
１

年
生
担
任
と
し
て
、
に
こ
に
こ
元
気
い
っ
ぱ
い

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

川
中　

恵
子
（
少
人
数
指
導
）

　

水
俣
市
立
袋
小
学
校
か
ら
参
り
ま
し
た
。
算

数
の
少
人
数
担
当
で
３
・
４
・
５
・
６
年
生
と
一
緒

に
学
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
津
奈
木
町
の

小
学
校
に
は
、
初
め
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
の

で
、
ど
ん
な
子
ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
る

の
か
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
早
く

一
人
一
人
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
、
子
ど
も
た

ち
と
仲
良
く
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

濵
田　

美
鈴
（
少
人
数
指
導
）

芦
北
町
立
計
石
小
学
校
か
ら
転
任
し
て
参
り

ま
し
た
。
現
在
は
芦
北
町
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

主
人
は
平
国
出
身
で
、
五
年
前
本
校
に
一
年
間

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
三

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
算
数
を
担
当
し
ま
す
。

少
人
数
で
学
ぶ
こ
と
の
良
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
担
任
と
連
携
し
な
が
ら
精
一
杯
頑
張
り
た
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本
田　

莉
菜
（
３
・
４
年
担
任
）

　

今
年
度
、
水
俣
市
立
久
木
野
中
学
校
か

ら
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
。
３
月
末
で
久

木
野
中
学
校
が
閉
校
し
、
と
て
も
さ
み
し

い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
国
小
学

校
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
明
る
さ
に

触
れ
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
度
は
３
年
生
４
名
、
４
年
生
５

名
の
担
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
学

校
の
方
針
で
あ
る
、「
人
の
た
め
に
な
に
か

で
き
る
子
ど
も
」
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

坂
口　

輝
（
学
級
支
援
員
）

　

四
月
か
ら
平
国
小
学
校
に
て
学
級
支
援

員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
坂
口
で
す
。

素
晴
ら
し
い
自
然
と
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま

れ
な
が
ら
過
ご
せ
る
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ

ま
す
。
少
し
で
も
先
生
方
や
生
徒
た
ち
の

役
に
立
て
れ
ば
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
生
活
や
子
供

た
ち
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
学
び
合
い
、

皆
が
明
る
く
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

平　国　小　学　校

津　

奈　

木　

中　

学　

校

【３列目右から】
前田裕美（養護教諭）、村尾浩美（事務職員）、村上昭子（技師補）、上野純子（心の教室相談員）
【２列目右から】
ホルジンスキー・アダム（ALT）、岩本邦子（津南学級担任）、濵田亜美（学級支援員）、宮内
真由美（学級支援員）、中村秀之（社会・３年学年主任）、永野敏夫（英語・３年１組担任）、
岡彩（理科・３年２組担任）、野中麻美（音楽・３年副担任）
【１列目右から】
坂本敏子（国語・２年２組担任）、徳永潤治（数学・２年１組担任）、小島憲二郎（美術・２年
学年主任）、吉本裕康（保体・教務主任）、中川粹子（校長）、高橋裕二（教頭）、髙田恭輔（技家・
１年学年主任）、今﨑理映（英語・１年１組担任）、黒田正記（数学・１年２組担任）

【後列右から】
竹永富子（用務事務員）
田中千鶴子（事務職員）
松本由貴子（養護教諭）
今嶋秀明（５・６年担任）
【前列右から】
松田和信（１・２年担任）
本田莉菜（３・４年担任）
福島恵次（校長）
門﨑隆幸（教頭）
坂口輝（学級支援員）

中
川　

粹
子
（
校
長
）

　

校
門
を
前
に
、
橋
の
中
ほ
ど
で
ひ
ま
わ
り
を
手
に
し
た
少
女
に
迎

え
ら
れ
、
文
化
に
対
す
る
津
奈
木
町
の
意
識
の
高
さ
に
感
動
し
な
が

ら
、
前
任
地
氷
川
中
学
校
か
ら
津
奈
木
中
学
校
に
着
任
し
ま
し
た
。

純
朴
で
運
動
に
熱
心
な
生
徒
と
、
真
面
目
で
熱
意
の
あ
る
教
職
員
と

と
も
に
、
ま
す
ま
す
活
力
あ
る
学
校
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
力
も
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
主
体
的
に
考
え
て
行
動
で
き
る
生
徒
に

育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
・
御
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
脇　

里
美
（
事
務
主
任
）

　

芦
北
町
立
大
野
小
学
校
か
ら
転
任
し
て
き
ま

し
た
今
脇
で
す
。
前
任
校
は
小
規
模
校
で
し
た

の
で
、就
任
式
で
津
奈
木
小
の
児
童
の
前
に
立
っ

た
時
に
は
数
の
多
さ
に
ち
ょ
っ
と
戸
惑
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
津
奈
木
町
に
勤
務
す
る
の
は
初

め
て
で
す
が
、
絵
を
観
る
の
が
好
き
な
の
で
何

度
か
つ
な
ぎ
美
術
館
に
は
来
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
子
ど
も
達
や
保
護
者
の
方
々
、

地
域
の
方
々
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
津
奈
木
町

の
こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

坂
本　

節
子
（
学
級
支
援
員
）

　

今
年
度
、
津
奈
木
小
学
校
に
学
級
支
援
員
と

し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
坂

本
節
子
で
す
。
自
然
に
囲
ま
れ
教
育
環
境
に
恵

ま
れ
た
津
奈
木
小
学
校
で
、
先
生
方
や
児
童
の

皆
さ
ん
と
共
に
学
び
遊
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
の
仕
事
で
不
慣
れ
で
力
不
足
か
と
は
思

い
ま
す
が
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
下　

ゆ
か
り
（
学
級
支
援
員
）

　

今
年
、
津
奈
木
小
学
校
の
学
級
支
援
員
と
し
て

勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
山
下
ゆ

か
り
で
す
。
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
し
っ
か
り
と
子
ど
も
達
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な

が
ら
、
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

谷
口　

久
美
子
（
学
級
支
援
員
）

　

学
級
支
援
員
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
支
援
員
と
し
て
津
奈
木
小
学

校
に
関
わ
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
担
任
の
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、
楽
し
い
学

校
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西
本　

恵
美
（
学
級
支
援
員
）

　

今
年
度
、
津
奈
木
小
学
校
に
学
級
支
援
員
と

し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
西
本
恵
美
で
す
。
児
童
の
楽
し
い
学
校
生
活

の
支
援
が
で
き
る
こ
と
に
期
待
で
胸
が
わ
く
わ

く
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
元
気

と
笑
顔
は
私
の
取
り
柄
な
の
で
、児
童
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
安
全
面
に
も
配
慮
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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短　
　

歌

つ
な
ぎ
短
歌
会

肥
後
狂
句

〔
次
回
の
笠
〕

○
く
わ
せ
も
の　
○
共
稼
ぎ

一
笠
一
句
を　
六
月
六
日
（
月
）
迄

　
津
奈
木
町
教
育
委
員
会
へ

五
月
晴
れ　
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い　
新
入
生

も
っ
た
い
な
い　
桜
の
花
の　
は
か
な
さ
よ　

                              　
　
　
　
　
　

 

三
太
郎

五
月
晴
れ　
お
て
て
つ
な
い
で　
ハ
イ
キ
ン
グ

も
っ
た
い
な
い　
茶
の
だ
し
が
ら
で　
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

達　
生

あ
か
つ
き
の
ま
ど
ろ
み
の
な
か
雀
ら
の

　
さ
え
ず
り
聞
こ
ゆ
晴
れ
て
や
あ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
口　
絹

ひ
さ
び
さ
に
帰
る
吾
が
家
の
な
つ
か
し
く

　
紅
梅
白
梅
咲
き
そ
ろ
い
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西　
滋
子

春
彼
岸
吹
く
風
い
ま
だ
冷
た
き
に

　
諸
葛
菜
の
花
ゆ
れ
て
静
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
浦
子

は
り
つ
め
し
日
々
を
か
さ
ね
て
生
き
来
し
に

　
傘
寿
む
か
え
て
涙
腺
ゆ
る
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

寺
本
ツ
ル
ヲ

五
月
晴
れ　
菜
の
花
映
え
る　
田
舎
道

も
っ
た
い
な
い　
さ
れ
ど
散
り
ゆ
く　
俺
の
髪

                               　
　
　
　
　
　
浦　
島

五
月
晴
れ　
鯉
の
ぼ
り
も　
気
持
よ
げ

も
っ
た
い
な
い　
昔
の
く
ら
し　
思
い
出
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

寅
之
助

特
撮
の
ド
ラ
マ
か
と
も
見
え
大
津
波

　
入
江
の
町
を
呑
み
込
み
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
来
道
子

濵
田　

亜
美
（
学
級
支
援
員
）

　

今
年
度
学
級
支
援
員
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
濵
田
亜

美
で
す
。
心
身
共
に
一
番
成
長
す
る
こ
の
時
期
に
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
、
進
む
べ
き
道
を
探

す
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
中
学
生

に
負
け
な
い
元
気
さ
と
明
る
さ
で
、
毎
日
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
橋　

裕
二
（
教
頭
）

こ
の
た
び
の
異
動
で
水
俣
第
三
中
学
校
か
ら

着
任
し
ま
し
た
。
水
俣
第
三
中
学
校
で
は
野
球

部
の
監
督
と
し
て
、
郡
市
中
体
連
２
連
覇
中
の

津
奈
木
中
に
勝
つ
こ
と
を
目
標
に
指
導
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
津
奈
木
中
全
て
の
野
球

活
動
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
津

奈
木
中
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
経
験
を
十

分
に
発
揮
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
と
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
学
力
を
向
上

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

中
村　

秀
之
（
社
会
・
３
年
学
年
主
任
）

　

水
俣
市
立
久
木
野
中
学
校
（
昨
年
度
末
閉
校
）

か
ら
の
転
任
で
す
。
実
は
、
約
十
年
前
こ
こ
津

中
に
赴
任
し
五
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
で
再
度
勤
め
る
こ
と
に
な
り
う
れ

し
い
気
持
ち
で
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
卒
業
後

二
年
目
の
時
、
津
奈
木
小
学
校
に
臨
採
と
し
て

勤
め
、
こ
の
時
教
員
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。
ご
縁
の
あ
る
こ
の
町
で
、
微
力
な
が
ら

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

今
﨑　

理
映
（
英
語
・
１
年
１
組
担
任
）

　

は
じ
め
ま
し
て
。
水
俣
第
三
中
学
校
か
ら
き

ま
し
た
今
﨑
で
す
。
全
学
年
の
英
語
と
女
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
担
当
し
ま
す
。
前
任
校

で
は
校
歌
が
２
番
ま
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
津
奈
木
中
学
校
の
校
歌
を
完
璧
に
覚
え

る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
中
学
時

代
は
湯
浦
中
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
も
津
奈
木
中
に
負
け
て
い
ま
し
た
の

で
、
今
年
は
打
倒
湯
浦
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
英
語
で
は
書
く
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

第８回津奈木町B&G海洋センター所長杯
　　　　　　　　　　　小学生バレーボール大会開催
　３月20日（日）、津奈木町B&G体育館を主会場
に、第８回津奈木町B&G海洋センター所長杯小
学生バレーボール大会が行われました。今回は水
俣市・葦北郡内の５団体・１６チーム（約１２０名）
が参加し、A・B パートに別れ、熱戦が繰り広げ
られました。A・ Bパートとも津奈木チームの優
勝となりました。
　今大会では「ガンバレ !! 東北地方」の横断幕を掲げ、東日本大震災への義援金の募金活
動を行い、集まった９，６１５円を寄附しました。ご協力いただいた皆様に深く感謝すると
ともに、被災地の一日でも早い復旧・復興を心よりお祈りいたします。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

黒
田　

正
記
（
数
学
・
１
年
２
組
担
任
）

　

今
年
度
よ
り
、
芦
北
町
立
田
浦
中
学
校
か
ら

転
任
し
て
参
り
ま
し
た
黒
田
正
記
で
す
。
一
年

二
組
担
任
と
全
ク
ラ
ス
の
数
学
を
担
当
し
ま
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
芦
北
町
の
佐
敷
地
区
で
、
前

年
度
ま
で
田
浦
中
で
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
の

で
、
葦
北
郡
の
中
で
唯
一
関
わ
り
が
ほ
と
ん
ど

無
か
っ
た
、
こ
こ
津
奈
木
町
で
教
員
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
く
、
ま

た
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
津
奈
木
町
の
教

育
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
田　

裕
美
（
養
護
教
諭
）

　

こ
の
た
び
の
異
動
で
、
芦
北
町
の
佐
敷
中
学

校
か
ら
参
り
ま
し
た
。
以
前
、
平
国
小
学
校
で

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た

津
奈
木
町
に
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
七
年
ぶ
り
の
津
奈
木
町
で
の

勤
務
に
、
懐
か
し
さ
と
嬉
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
津
奈
木
町
の
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を

育
ん
で
い
く
こ
と
に
責
任
と
喜
び
を
持
っ
て
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宮
内　

真
由
美
（
学
級
支
援
員
）

　

今
年
４
月
か
ら
津
奈
木
中
学
校
の
学
級
支
援

員
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
宮
内
真
由
美
で
す
。
昨

年
、
４
、５
月
に
芦
北
教
育
事
務
所
で
事
務
補
助

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
学
級
支
援
員
は
初
め

て
で
す
が
、
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
大
好
き

な
の
で
、
津
奈
木
中
学
校
の
生
徒
と
楽
し
く
元

気
に
笑
顔
で
、
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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行政相談委員委嘱のお知らせ

各種開校式の開催について

　このたび、林田和幸さん（内野地区）が総務大臣から行政相談委員に委嘱
されました。
　行政相談委員は行政相談委員法という法律に基づき、行政運営の改善等に
熱意を有する方に委嘱するものです。
　行政相談委員は住民の皆様の毎日の暮らしの中で感じた役所の仕事につい
ての苦情や要望などを直接受け付け、住民と役所のパイプ役となり、その解
決・実現のお手伝いをします。相談は無料で秘密は守られます。
　詳しくは、役場総務課までお気軽に問い合わせください。

■問い合わせ先　役場総務課総務班 Tel 78-3111( 内線 214)

●町民講座開校式
講　座　名 日　　程 場　　所

ハーモニカ教室 ６日（金）
19:30 ～ つなぎ文化センター

トランペット教室 10日（火）
19:30 ～ つなぎ文化センター

茶道教室 10日（火）
19:30 ～ つなぎ文化センター

柔軟体操教室 13日（金）
19:30 ～ つなぎ文化センター

竹工芸教室 18日（水）
19:00 ～ B&G体育館・会議室

●あけぼの大学開校式
地　　　区 日　　程 場　　所

津奈木地区 18日（水）
13:30 ～ つなぎ文化センター

赤崎地区 13日（金）
13:30 ～ 赤崎漁村センター

平国地区 27日（金）
13:30 ～ 平国会館

●B&G海洋クラブ開校式
内　　　容 日　　程 場　　所

手作りカヌー体験 14日（土）
9:00～ B&G艇庫

●つなぎあそびの学校開校式
内　　　容 日　　程 場　　所

いろいろ遊び体験 21日（土）
9:30～ B&G体育館

■問い合わせ先

　　教育委員会生涯学習班　Tel 78-5400

　県民最大のスポーツイベントである第６６回熊本県民体育祭が、
９月１７日（土）と１８日（日）の両日、１２年ぶりに水俣芦北地
域を中心に開催されます。
　採点競技２４種目、公開競技９種目が予定されており、水俣芦
北地域では３３会場で２１種目が開催され、選手役員をはじめ約
８，０００人が集い熱戦が繰り広げられます。

～七浦の　潮風にきらめく　水
みなあし

芦県体～

「第６６回　熊本県民体育祭」が開催されます。

■問い合わせ先　第６６回熊本県民体育祭水俣市・葦北郡大会実行委員会事務局
Tel　0966-84-9188　Fax　0966-84-9189

採点競技と公開競技について
　県民体育祭で行われる競技は、採点競技と公開競技が行われ、採点競技は、郡市対抗競技であり
８郡市以上の参加によって実施されます。公開競技は、参加が８郡市未満の競技となります。

地元の皆さんの応援が競技出場者の力になります！
　　　　　　　　　　　　　　頑張れ。水俣市・葦北郡！
　本大会が本県の競技レベルの向上につながりますよう、また優劣を争うだけでなくスポーツに親
しみ、楽しんでいただける大会になりますよう、関係者及び地元の方々のご協力を心よりお願いし
ます。
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今月のお知らせ

page 10

「
永
年
無
事
故
運
転
者
表
彰
」

の
申
し
出
受
付
中

　

協
会
員
の
方
で
、
①
運
転
免
許

を
取
得
し
た
後
、
行
政
処
分
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方
、
②
過
去
３

年
以
内
（
平
成
20
年
7
月
１
日
〜

平
成
23
年
6
月
30
日
ま
で
〔
見
込

み
〕）
に
交
通
法
令
違
反
が
な
い

方
を
対
象
に
、
今
年
の
6
月
末
現

在
で
10
年
・
20
年
・
30
年
・
40
年

を
越
え
る
方
は
本
人
直
筆
に
よ
る

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
条

件
に
該
当
す
る
方
は
、
免
許
証
と

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
水
俣
地
区

交
通
安
全
協
会
（
水
俣
警
察
署
窓

口
）
に
6
月
10
日
ま
で
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
６
２-
０
１
１
０
（
４
４
１
）

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種（
税

務
）試
験
受
験
者
募
集

●
受
験
資
格

　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
方
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

自
動
車
税
の
納
付
は
５
月
31

日（
火
）ま
で
で
す
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
初
め
に

お
送
り
し
ま
す
。
最
寄
り
の
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（
一
部
の
店
舗
を
除
き
ま

す
）、
各
地
域
振
興
局
税
務
課
、

熊
本
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税

事
務
所
窓
口
で
納
期
限
ま
で
に

５
月
５
日（
木
）〜
５
月
11
日

（
水
）は
、
児
童
週
間
で
す
。

　

児
童
週
間
を
機
会
に
、
子
ど
も

自
身
の
不
安
や
悩
み
、
子
ど
も
の

夢
、
将
来
の
希
望
等
に
つ
い
て
親

子
で
話
し
合
い
、
家
庭
に
お
け
る

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、「
食
」
を
通

し
て
の
毎
日
の
親
子
の
生
活
を

考
え
、
心
身
と
も
に
健
全
な
日
常

生
活
が
送
れ
る
か
を
、
考
え
る
機

会
と
し
ま
し
ょ
う
。

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
に

つ
い
て

　

６
月
１
日
の
人
権
擁
護
委
員
の

日
に
合
わ
せ
て
、
左
記
に
よ
り
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
や
近
隣
関
係
な
ど

心
配
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時

　

６
月
１
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

　

役
場
１
階
和
室

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課

　

℡
７
８ｰ

３
１
１
１
（
２
１
４
）

水
俣
病
被
害
者
救
済
措
置
申

請
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

県
で
は
、
水
俣
病
被
害
の
方
に

対
す
る
救
済
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、

か
つ
て
水
俣
湾
又
は
そ
の
周
辺
の

汚
染
さ
れ
た
魚
な
ど
を
た
く
さ
ん

食
べ
た
方
の
う
ち
、
両
手
両
足
の

先
等
に
感
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方

で
す
。
救
済
の
対
象
と
な
っ
た
方

に
は
、
水
俣
病
被
害
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
、
一
時
金
や
療
養
手
当
、

医
療
費
の
自
己
負
担
分
な
ど
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記

の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

無
料
法
律
相
談
等
の
実
施

に
つ
い
て

裁
判
所
で
は
、
毎
年
、
憲
法

記
念
日
を
中
心
と
す
る
５
月
１

日
か
ら
同
月
７
日
ま
で
の
１
週

間
を
憲
法
週
間
と
し
、
そ
の
行

事
の
一
環
と
し
て
、
以
下
の
と

お
り
無
料
法
律
相
談
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
土
地
、

家
庭
問
題
等
に
関
す
る
申
立
手

続
き
に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
職

員
が
、
登
記
、
人
権
問
題
等
に

関
す
る
手
続
に
つ
い
て
は
法
務

局
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
の
内
容
に
つ

い
て
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。

●
日
時
・
場
所

　

５
月
16
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
八

　

代
支
部

●
問
い
合
わ
せ
先

　

℡
０
９
６
５-

３
２ｰ

２
１
７
６

「
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料

支
給
制
度
」
の
ご
案
内

●
対
象
者

　

自
動
車
事
故
で
「
脳
」、「
脊

　

髄
」、「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損

　

傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
持

　

ち
、「
常
時
」
又
は
「
随
時
」

　

の
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
。

●
支
給
額

・
常
時
要
介
護
の
方

　

自
賠
責
後
遺
障
害
等
級
「
１
級

　

１
号
」
又
は
「
１
級
２
号
」

　
（
月
額
５
万
８
５
７
０
円
〜
13

　

万
６
８
８
０
円
）

・
随
時
要
介
護
の
方

　

自
賠
責
後
遺
障
害
等
級
「
２
級

の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。（
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

●
日
時
・
場
所

　

５
月
17
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜

　

改
善
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

　

県
環
境
生
活
部
水
俣
病
保
健
課

　

℡
０
９
６ｰ

３
３
３-

２
３
０
６

　

役
場
住
民
課
住
民
班

　

℡
７
８ｰ

３
１
１
３
（
１
１
３
）

忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

県
芦
北
地
域
振
興
局
税
務
課

　

℡
８
２
‐
２
３
１
７

●
申
込
書
の
受
付
期
間

　

６
月
21
日
（
火
）
か
ら
６
月
28

日
（
火
）
ま
で
（
６
月
28
日
の
通

信
日
付
印
有
効
）
で
き
る
限
り
簡

易
書
留
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
第
１
次
試
験

　

９
月
４
日
（
日
）

●
申
込
用
紙

　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国

　

税
局
又
は
最
寄
り
の
税
務
署
に

　

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

　

は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

八
代
税
務
署

　

℡
０
９
６
５ｰ

３
２ｰ

２
３
４
４

　

１
号
」
又
は
「
２
級
２
号
」

　
（
月
額
２
万
９
２
９
０
円
〜
５

　

万
４
０
０
０
円
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

熊
本
支
所

　

℡
０
９
６ｰ

３
２
２ｰ

５
２
２
９
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年金TOPICS

問い合わせ先 八代年金事務所 ℡0965-35-6143 、 役場住民課住民班 ℡78-3113（115）

出張年金相談（予約制：0965-35-6123）  5/12（木）水俣市もやい館、5/13（金）芦北町役場
（社会保険事務所の職員が相談をお受けします）

国民年金保険料の「学生納付特例制度」をご利用ください
学生納付特例制度は、在学中の保険料を社会人になってから支払うことができる制度です。
　保険料を未納のままにしてしまうと、不慮の事故や病気で重い障害が残っても障害年金が支給されないな
ど、不利益を受けることがありますので、保険料の納付が困難な場合は、学生納付特例をご利用ください。

●対象となる学生／大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限が
　１年以上である課程）等に在学する学生。夜間・定時制課程や通信制課程の学生も含まれます。
●申請に必要なもの／年金手帳等基礎年金番号がわかるもの、学生証の写しまたは平成２3年４月以降に交付さ
　れた在学証明書、認印
●承認されると／申請された年度の４月分から翌年３月分までの保険料の納付が猶予されます。
　　基礎年金を受給するための資格期間には含まれますが、年金額には反映されませんので、将来の年金額を減
　らさないよう、承認を受けてから１０年以内に保険料を納めることができる「追納制度」をご利用ください。
　（３年度目以降は、当時の保険料額に加算額がつきます。）
　※申請は毎年必要ですので、昨年度申請された方も、２３年度の申請が必要です。

　犬を飼われている方には、狂犬病予防法に基づき飼い犬の生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防注射の接
種が義務付けられています。集合注射を実施しますので、必ず注射を受けさせ、登録を行ってください。
●日時・場所

狂犬病予防注射を実施します　　　 　 ●住民課住民班℡78-3113（113・115）

●料金（おつりのいらないようお願いします。）
・新規登録の場合　６, ０５０円
　（登録料 3,000 円 ＋ 注射料 2,500 円 ＋ 注射済票
　代 550円）
・登録済みの場合　３, ０５０円
　（注射料 2,500 円 ＋ 注射済票代 550 円）●対象　生後３ヵ月以上の犬

今岡昌子写真展
　トポフィリア ―九州力の原像へ

AKASAKI 海想日誌
第１回ワークショップ参加者募集
　４月９日の企画会議でアー
ティストの今田淳子さんと住民
を中心とした実行委員会がアイ
デアを出しながら話し合った結

●日　時　５月１５日（日）　10：00～ 15：00
　　　　　※昼食をご持参下さい。
●場　所　旧赤崎小学校
●参加料　無料
●定　員　２０人（先着順）
●対　象　小学生以上
　（小３以下は保護者同伴）

■問い合わせ先　AKASAKI海想日誌実行委員会事務局
　　　  　　（つなぎ美術館内）℡　0966-61-2222

果、海や地域への想いを綴った布などで校舎の窓を彩
りアートな赤崎小学校を誕生させることになりました。
ワークショップは９月まで毎月１回行います。１回だ
けの参加でも構いませんので、ぜひご応募ください。

５月１３日（金）
 文化センター前    9：00 ～  9：30
 赤崎漁村センター前    9：50 ～ 10：20
 平国会館前  10：40 ～ 11：10

　写真家・今岡昌子が九
州へ移住後に撮影したカ
ラーとモノクロの作品約
５０点を通じ、九州全体
を未来へと牽引する力の
原像に迫ります。

●会　期　開催中～７月５日（火）
●会　場　つなぎ美術館１・３階展示室
●観覧料　一般３００円　高大生２００円
　　　　　小中生１００円
●主　催　つなぎ美術館

◇子ども写真表現ワークショップ◇
●日　時　６月５日（日）　13：00～ 16：00

●場　所　つなぎ美術館アトリエ及び周辺

●料　金　500円　※デジタルカメラをご持参下さい。

●講　師　今岡昌子

●対　象　小学校３年生以上高校生以下

●定　員　20人（要事前申込）



町の人口と世帯数
（平成23年４月１日現在）
人口総数 5,286 （－  26）
（男）　 2,490 （－ 15）
（女）　 2,796 （－ 11）
世帯数　 2,023 （－　3）

津奈木町ホームページ http://portal.kumamoto-net.ne.jp/town_tsunagi/

◎津奈木町へ
【一般寄附】
内　野　　林田　和幸
竹　中　　本山　信子
浜　崎　　永柄　加代子
◎社会福祉協議会へ
【香典返し】
地区名　　喪主（届出人）故　人
平国上　　濵田　世津子　和　行
中　尾　　谷口　　徹　　サ　ヨ
浜　崎　　岡本　キヨ子　忠　則
内　野　　松原　滿　德　美代子
小津奈木　永松　邦　広　良　人
小津奈木　山本　八重子　孝　久
古　川　　林田　和　廣　太四郎
　以上の方から金一封をご寄附いた
だきました。ご意志に添い有効に活用
させていただきます。また、故人のご
冥福を心からお祈り申し上げます。

編集後記

今年採用されたフレッシュな
　　　　　新人二人を紹介します

山
やまざき

﨑 貴
たかひろ

大（22）

松
まつざき

﨑 太
たいしろう

志朗 (19）

　

は
じ
め
ま
し
て
。
今
春
か

ら
総
務
課
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
、
山
﨑
貴
大
で
す

　

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た

町
で
働
く
こ
と
が
で
き
、
大

変
光
栄
で
す
。
仕
事
で
は
ま

だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
勉

強
し
て
精
一
杯
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

場
面
で
、
町
の
た
め
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●募集●「赤ちゃんこんにち
は！！」に掲載を希望される方は
総務課　℡ 78-3111（219）へ
ご連絡ください。対象児は町在住
の２歳未満児です。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ

の
た
び
振
興
課
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
松
﨑
太
志
朗
で
す
。

　

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
町

の
た
め
に
仕
事
が
で
き
る
事

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
分
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
日
々
努
力
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
町

民
の
皆
様
と
出
会
う
機
会
が

増
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
早

く
私
の
こ
と
を
覚
え
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

よろしくお願いします！

発
行
■
熊
本
県
津
奈
木
町
役
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編
集
■
総
務
課
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８
６
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５
６
９
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熊
本
県
葦
北
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津
奈
木
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木
２
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２
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９
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株
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会
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たすくにしかわかわぞえ ゆ づき

西川  匡くん
（丸岡地区）

平成20年12月12日生まれ

パパ 拓也さん　ママ 歩さん パパ 裕矢さん　ママ さおりさん

川添  優月くん
(丸岡地区）

平成22年７月１日生まれ

スクスクと元気に
育ってね。お兄ち
ゃんとなかよくし
ようね。

これからもいっぱ
い食べて、いっぱ
い遊んで、スクス
ク育ってね！！

ご寄附・ご芳志お礼
（敬称略）
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川内地区イベント
　つなぎ・どろんこバレー大会
●開　催　日　５月２２日（日）【小雨決行】
　　　　　　　開会式　９時３０分～
　　　　　　　（受付　９時００分～）
●場　　　所　川内地区内田んぼ
●参 加 資 格　小学生以上で遊び心と健康に自信のある方
●チーム編成　１チーム５人（登録は７人まで）
●参　加　料　１チーム４，５００円
　　　　　　　（昼食・保険代込）
　　　　　　　※事前入金が必要です。
●募集チーム　４０チーム（先着順）
●申 込 期 間　～５月９日（月）
■問い合わせ先　役場内つなぎ・どろんこバレー大会事務局
　　　　　　　　℡　78-3112　　Fax　78-3116

賞品も多数
あり！みなさんの参加を待ってます！

　本年度４月で新しく広報担
当になりました。これからこ
の広報誌を通して住民の方々
に様々な情報を提供していけ
たらいいなと思っております。
どうぞよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　（taka）


